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4月22日発売予定

　第Ⅰ部　「メンタライジング」の概念および関連する
青年期の神経生物学的変化

第１章　メンタライジング理論とは
第２章　青年期の脳の成長とメンタライジングの発達

　第Ⅱ部　MBT-Aの臨床実践
第３章　青年の作業におけるMBTの技法
第４章　セラピーの構造
第５章　青年の親や家族との作業
第６章　嵐とストレスの世界における可変焦点的な
 視点：MBT-A実践をスーパーバイズする

　第Ⅲ部　様々な対象へのMBT-A
第７章　自傷する青年との臨床
第８章　多様なジェンダーを生きる青年とその家族への働きかけ
第９章　素行症：10代の子どもとその家族に起こる行動の問題を取り扱う
第10章　青年期における精神病発症危険状態の扱い
第11章　初発性パーソナリティ障害（症）の青年とのMBT-A集団療法
第12章　AMBIT：メンタライゼーションに基づく適応的統合療法
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民法テキストシリーズコンシェルジュ民法
民法を初めて学ぶ学生が，民法の全体像を把握するのに適した内容のテキストとして，読者の素朴な疑問や問
いを重視し，何が分からないか，何につまずいているかを見つけ出しながら，民法の基本を習得できることを
目指しています。（監修者のことばより）

椿寿夫，松本恒雄　監修　
和田真一，石橋秀起，杉本好央，渡邊力，野々村和喜　著

A5・304頁・本体 3,200円
ISBN:978-4-7628-3251-2 C1332

コンシェルジュ民法第4巻

［契約各論・不法行為等］
債権法Ⅱ

2020年4月施行の改正債権法を踏まえて，第3巻債権法
Ｉでは講学上の「債権総論・契約総論」を，第4巻債権法
IIでは債権法分野の各論的領域である「契約各論と不法
行為等の法定債権関係」をカバー。財産法債権領域（「
債権の発生原因」「債権・債務関係」「請求権」など）を統
一的にみる視点を養う初学者向けのテキスト。

椿寿夫，松本恒雄　監修　

既刊：第 2巻物権・担保物権法　2023 年 5 月発売
［シリーズ案内］

未刊：第 1巻民法入門・総則，第 3巻債権法Ⅰ［債権総論・
契約総論］，第 5巻家族法は年内発売予定


